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3．器械の構造其；他
　先づスペクトロヘリオグラフに就て述べると，之にも色々な型があります．
分光装置としてプリズムを用ひたもの，グレ1チングを用ひたもの，或はそ
れ等の組合せに依るもの等に分つ事が出來ますし，又前節2．に於て述べた
太陽の像とスリット
との相謝的な運動を
太陽像及び乾板を固
定し分光装置全膿を
動かして行ふ型のも
のと，分光装置の方
を固定し太陽像と乾
板とを．動かして行ふ
様式のものとありま
す．其他細かい鮎を
云へばその構造は種
々雑多ですが，一々
云っても仕様があり
ませんから省略し，
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一例として花山で用ひてみるスペクトロヘリオグラフに就てその大回を述べ
る事とします．第3圃は共主要部分の概略を示す圖であって，S1は第1スリ
ット，LIはコリメ1タ1レンズ，　Mノは二面鏡，　P】，　P2はプリズム，　L2は
カメラレンズ，S2は第2スリットであります．つまりこのスペクトロヘリオ
グラフは分光装置としてプリズムを用ひた様式に屡するものでありますが，
もっと高度の分散を必要とする揚合には李面鏡M〆の代りに∠卜面グレ1チン
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グを挿入して用ぴる事が出來ますし，・又野合に依ってはプリズムを全部除き
グVlチングだけを使ったスペク1・ロヘリオグラフに鍵へる事も出撃るやう
になってゐます．シ1ロスタツトからの光は長い焦黒占距離の凹面鏡Mに依
って反射され，第1スリットSiの面上に直径約47mmの太陽像を結びます，
第1スリットから中へ入った光線はコリメ1タiレンズL，に依って墨画に
され，三面鏡Mノに依って反射され，プリズムP，，P2をミニマム・デヴイ
エイシヨンで通過し，はじめの光線の方向から1800曲げられて，カメラレ
ンズL，に依って第2スリットS2の面にスペクトルを生じます．
　所でこの様なスペクトロヘリオグラフの揚合には，スリットS1，　S7，コリ
メ1ク1及びカメラレンズL，，L，の間に一つの平手が必要となります．も
し分光装置としてグレ1チングだけを使用する揚合にはこの様な問題は考へ
なくても営むものですが一一．一般に分光器のスリットは短い直線歌である
のが普通ですが，かなり大きな太陽の像及びその周園のプロミネンスを撮影
しやうとするスペクトロヘリオグラフに曾ては翌旦長いスリットを必要とし
ます．花山のものはスリットの長さが6cm程ありますし，もっと長いもの
ではYerkes天：文憂のRuinf（）rdスペク1・ロヘリオグラフの長さ20cmと）・
ふやうなスリットもあります．この様な長VOスリットがもし直線的なもので
あると，プリズムによる結像の純糖こ幾何光學的な理由から，それに依って
生するスペクトル線は著しく三曲したものとなります．從って一寸平へると
スペクトロヘリオグラフの第2のスリットだけをその轡曲に合致した曲線欣
のものにすればよささうにも思はれますが，それでは太陽面の第1スリット
に依って直線的に載られた部分が乾板上の一つの曲線の上に投像されること
となり，得られる太陽の爲眞は著しく歪んだものになってしまひます．これ
では困りますから，これを防ぐにはどうしても，そこtc生する攣曲を第1及
び第2のスリットに分配しなければなりません．そのためにプリズムを用ひ
たスペクトロヘリオグラフのスリットは第1，第2共明野して居ます．そし
てその曲率雪解を共に直線のスリットの滑合のスペクFル線の曲率牟径の
2倍とし，コリメ1タ1及びカメラレンズの焦黒占距離を相等しくして置けば，
もちろんスペクトル線もスリットと同じ曲率を持つ様になり，歪のない太陽
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の像が得られる事になります．
　唯困った事には，このスペクトル線の轡曲はプリズムの屈折率に關係する
ものですから，今或るスペク1・ル線（例へばCa＋のK線）に適する様に作
られたスリットは他のスペクトル線（例へば水素のH。線）にはその曲率が
適合しなV・ために使用出門なV・ものです．三って太陽面上の水素やカルシウ
ムや二等と種々の元素のフロツキユリを撮影しやうと思へば，夫々に適合し
たスリットを別々に備へなくてはなら：ないわけです．この瓢ではグレ1チン
グだけを使ったスペクトロヘリオグラフの方が便利です．しかしグレ1チン
グの方には門下の弱い事，散光の多VO：事等色々歓鮎も撒へられます
　太陽像とスリットとの相二丁動は花山天文憂のものでは（第3圖参照）太陽
の像S及び乾板Pを固定し，S】L，　M’P，　P，　L2　S2の部分全艦を重りW
の力と水を充したピストンCの制禦に依って滑らかに一様な速さで水ZFに
動かして行ってゐます．
　其他の器械の細かな構造の事は省略し，次に簡軍にその調整使用法の要黙
だけを述べませう．三野系の調整は普i通の分光器と全く同様で，必要な條件
はL，，1．2の焦黙が夫々正しくS】，S2の中央に一致する事．　M’の面が前後
に傾かなV・事，P、，　P，の稜がみな眞直に立ってるる事，　P1，　P，を所要の光
線がミニマムデヴイエイシヨンで通過する事，スリットSi，　S2の夫々の中
央に於ける切線が分散の方向に垂直である事等であります．．二等の條件が充
分に満足されると，スペクトル線は第2のスリットに：即行になり，第1スリ
ットの中心の像は第2のスリットの中心に結ばれる筈です．そこで第1，第2
スリットの幅を三三に選び，第2スリットを件のスペク1・ル線の必要な部分
に合致せしめ（その際には太陽の光を用ぴる事もあれば人工的な光を使ふ揚
合もあり，第2スリットを覗くために三二鏡が附属してゐます）S1の面にM
による太陽の像を結ばせPに乾板を置き重りWを懸けて器械を動かし軍光
太陽爲眞を撮影します．プロミネンスーを撮影する揚合には，太陽光球面から
の張V・光を第1スリツi・の前に置かM・ft圓盤で遮り，太陽の三園だけを爲す
のです．さうでないと光球面からの張い散光のためにプ・ミネンスの背景が
黒くカブツてしまひます。（つづく）
